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液体 Seの第-原理計算は以前から行われていたが､上記の G呈lanグループ (Keele)
により高温 ･高圧下の液体 Se､Seを含む液体合金や溶融塩など､より多様で複雑な液体
の研究が本格的に始まったことが今回顕著に見られた特徴である｡
また､米沢ら(慶応)は金属Cdクラスターにおける金属一非金属転移がどれくらいの
原子数で起こるかについて第一原理計算で調べ､原子数が 7-20個で転移が起こること
を明らかにした｡さらに､この計算で得られた魔法数がspheroidaljeliumのものと一致
することを示し､後者の有用性を支持した｡
(i)液体アルカリ金属の臨界点近傍における金属-非金属転移では､電子相関が本質
的な役割を果たしている･と考えられている｡ この間題に取り組む研究として､Hernandez
ら(NorthCarolina)の息の長い研究がある｡ 今回は､これまでの格子気体モデルにもと
づいたモンテカルロ計算をさらに発展させた分子動力学計算により､臨界点近傍の気液共
存曲線の振る舞いを調べ､実験との比較を行っていた｡従来は､臨界温度や臨界圧力が実
験値と大きくずれていたが､定量的にかなり改善されてきているようである｡
(ii)一連のこの会議では異例のこととして､初日の午前中が準結晶のセッションに当
てられ､トップバッターとして大御所の Penrose(Oxford)が登壇したo数学的に可能な
様々なタイリングについて紹介し､それらが現実の物質と関わりをもつ可能性を指摘し
た｡その他には､最近の準結晶の理論の課題として､実験的に兄い出されている異常な電
子輸送現象のメカニズムを解明する試みがいくつか報告された｡今回はこれまでの会議に
比べて準結晶に関する発表が少なかった｡その理由の一つは､LAM9の3か月前にフラ
ンスで準結晶に関する国際会議があったことのようである｡
(iv)液体seは鎖構造を持つので､そのダイナミクスに関するシミュレーションは､高
分子のダイナミクスに関するシミュレーションと類似した点がある｡原子モデルや租視化
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モデル(ブロブモデル)などの異なる長さのスケールで多様な研究(Berm亘ioら(Madrid))
がなされつつある｡これらのアプローチが第一原理分子動力学法と相補い合うことによっ
て､液体Seのような複雑な液体の構造とブ イナミクスの理解が深まると考えられる｡
(Ⅴ)液体金属の表面付近での密度プロファイルに関する研究は､近似理論やシミュレー
ションにより調べられてきた.液体Csや液体Na-CsについてRice(Chi(･ago)が話した
内容は､LAM6で話したものとほとんど同じものであったが､最近､Ⅹ線反射実験によ
り液体金属 ･合金の表面付近の密度プロファイルが求められるようになり､理論的に得ら
れている表面付近での層状構造が確認されているという点が新しい.Ga,Hg,Ga-Biに関
するX線反射実験の結果もReganら(Harvard)により報告された｡今後､蒸発や表面の
汚染などの困難を克服して､理論と実験の定量的な比較ができるようになることが期待さ
れる｡
(3)今後の予定
本会議の会議録はEIsevieトNortl1-Holand社からJournalofNon-CrystalileSolidsの
特別号として出版される予定である｡
次回については､会議期間中にIltel･lationalAdvisol･yBoal･dの会議が開かれ､LAMIO
が 1998年にドイツでWinter教授 (Dortmund)を組織委員長として開催されることが決
定された｡最終セッションで実験的研究のまとめを行ったWarrem(Oregon)がジョーク混
じりでしめくくったように､今後のLAM会議では､液体金属およびアモルファス金属に
とらわれない幅広い物質に関する実験的 ･理論的研究の発表が活発になされるであろう｡
ただし､液体研究の歴史と伝統をもつヨーロッパで開催される次回の会議は､液体の研究
者が少ないアメリカでの今回の会議とはひと味違ったものになるだろう｡
なお､液体に関する国際会議としては､ヨーロッパ物理学会主催の第3回液体国際会
読 (ThirdLiquidMatterConference)が､1996年 7月6日から10日まで英国ノリッジ
(EaStAnglia)において開催される｡この会議は､第1回が1990年にリヨンで､第2回が
1993年にフィレンツェで開催されており､幅広い液体を研究対象としている｡
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